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編 集 後 記 に か え て

 ●週刊誌をつ くる人たちはなか

なかの “社会心理学 者”だわいと

思 う。つい最近まで 「窓ぎわ族」

なる人種のことをさかんに取 りあ

げて いた か と思ったら，今度は

「巣ごもり族」なる新人種を紹介し

だした。車内広告のいかにもあ り

そうでなさそうなチラシにつられ

て，わたしなぞは駅に降 りるやキ

オスクの売店に… 目散，早速その

週i=l!誌を買い求めるとい うことに

あいなるのだ。読み終って 「チエ

ッ，180円 損 した」と思うことが

半分，「ああ，なかなかいい トコ突

いてる」と思うことが半分。とこ

ろで， 「巣ごもり族」 とは，わが

慶大医学部の小此木助教扱言うと

ころの 「モラトリアム人間」のこ

となのだが，この，小此木助教授

のrモ ラ トリアム人間の時代』(中

公叢書)を ，かつてわたしのゼミ

ナールで読んだことがある。その

とき学生たちは口をそろえて言っ

た。「いやあ，このヒト，俺たちの

ことよくワカッテル。俺たちほん

とに “モラトリアム人同”なんだ

よナァ。」「巣ごもり族」の面 日躍

如といった読後感では なか ろ う

か……。多少の皮肉を込めて 「読

む」ことを義務づけたわたしなぞ

はいい加減 、丶シラケ人間”に陥い

ってしまったのだった。

 ●大学教育における 「ゼ ミナー

ル」とい う場は，考え出すと実に

妙チクリンなしろものである。タ

テマエからいえぽ，卒業論文に向

けて専門的な研鑚 と指導とを交流

させ合う場 ということなのだろう

が，正直言って，このわたしなぞ

は何をしているのかわか らな くな

ってしまうことがたびたびだ。あ

る時は 「お前ネェー，読んでこな

いからそういう訳のわからないレ

ポー トになっちゃうんだよッ」と

ヤクザまがいの言辞をはきつつ長

の講釈に及んだ り， あ る時 に は

「子供は園の宝，みんな仲良くし

よう」 とばか り手を組んでは野山

を…緒に歩いた り，そしてそんな

ことをやっているうちに 「ああも

うラチがあかない，早 く大学を卒

業していただくのが一番の教育」

と投げや りな気分にとりつかれた

りしてきて， “しかしてその実体

は”と我なが ら首をかしげてしま

う。

 Oこ うい う，大学教師としての
“アイデンテイ ・クライシス”を

感 じていたためでもあっただろう

か，木号に第一報を報告した 「現

代に生きる児童・生徒の価値意識」

調査プロジェクトでは，大変興味

深い見聞をさせていただいた。 と

同時に，妬末の悪いことがいっぱ

いあるとはいっても，小中学校教

育の現場にくらべれば，大学教育

および大学教師の “極楽 トンボ”

ぶ り一.一一真正面か ら見す}れ ぽ恐

しいほどの 丶丶地獄絵図”にはちが

いないのだが一一 も次第にわかっ

てきた。わかってきつつあるとこ

ろでさてどうするか?「 巣ごも り

族」に仲間入 りするには気恥かし

い齢 ごろとはあいなってしまった

し，かといって 「地獄の閻魔大王」

で生きるほどのエネルギーもない

ようだし……。こんな与太を愚図

っているうちに，大学に居て大学

を捨てるという先人賢者たちの道

を歩み出すことになるoで あろう

か。アナ，オソロシヤ，オソロシ
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